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Ⅲ．Challenges in Leveling ADR Playing Field：International Enforcement of Mediated 
Settlement Agreement, Sorawit Limparangsri, Judge of Ofﬁce of the President of the 
Supreme Court, Thailand
Ⅳ．Out–of–Court Mediation： The Alternative to Medical Malpractice Litigation – 
Thailand Perspectives, Tidarat Narintarangkul Na Ayudhaya, Judge of the Ofﬁce of the 
President of the Supreme Court, Thailand
Ⅴ．Employment Promotion of People with Disabilities in Korea, Bokgi Kim, Professor, 

















































　タイランドの Sorawit Limparangsri 裁判官、Tidarat Narintarangkul Na Ayudhaya 裁
判官が講演した。その後、早稲田大学の石田京子准教授、ソウル国立大学の Bokgi 
Kim 教授が講演して、昼食を迎えた。
　昼食を挟み、午後は、台湾知的財産裁判所の Sung-Mei Hsiung 裁判官が講演し、
オーストラリアのクィーンズ工科大学の Leoon Wolf 准教授が講演した。
　午後に到着された明治大学の Lawrence Repeta 教授は、熱く議論されたあとに、











































は ADR を促進するために法律を制定したが、日本人は ADR をそれほど積極的に




























































　タイランドの Sorawit Limparangsri 裁判官、Tidarat Narintarangkul Na Ayudhaya 裁
判官の議論は続く石田京子准教授の話と関連し、紛争解決をめぐる裁判所、そして
弁護士の役割が注目された。憲法学上、裁判官には法形成機能を担っている、とい
う指摘がある。タイランドでも日本でも、日常の事件処理において、裁判官は自ら
の事件解決が大きく社会を変動させることを意識して法解釈を行っているわけでは
ない、という指摘があった。とくに情報の非対称性は、医療現場の医師と患者だけ
ではなく、司法に対するアクセスでも同様ではないか、ADR はその格差を解消す
るのではないか、という指摘があった。
　Bokgi Kim 准教授は、韓国の憲法裁判所の研究官であり、社会保障の専門家であ
る。障害を有する者が職を得る環境や社会的背景は、日本と非常に共通している点
が指摘された。社会保障を具体化する法律は議会で制定される。具体化された社会
保障をめぐる訴訟での平等原則との調整は、裁判所に困難な判断を迫ることにな
る。
　Lawrence Repeta 教授は、このシンポジウムの開催日にトランブ大統領が誕生し、
大きな衝撃を語った。
（人文社会系准教授）
